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恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

　
内
閣
総
理
大
臣
名
の「
特
別
慰
労
品
」

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
　
●対
恩
給
欠
格

者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚
者
各
本

人
　
※
遺
族
は
対
象
外
。
引
揚
者
は
終

戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上
外
地

で
生
活
後
、
引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全

員
●〆
3
月
　
日
　
※
請
求
書
は
地
域

31

振
興
課
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋

ね
を
。

●問
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

緯
0
1
2
0
・
2
3
4
・
9
3
3

行
政
相
談
員
に
よ
る
「
く
ら
し
の
行
政

困
り
ご
と
相
談
室
」
開
設

　
●時
①
　
月
　
日
　
～
　
時（
以
降
、

12

12

10

15

偶
数
月
第
2
金
曜
）
②
１
月
9
日
　
～
10

　
時（
以
降
、
奇
数
月
第
2
金
曜
）
●場
①

15世
知
原
・
小
佐
々
行
政
セ
ン
タ
ー
②
吉

井
行
政
セ
ン
タ
ー
●内
国
・
県
・
市
政
や

一
般
の
困
り
ご
と
相
談
●料
無
料
　
　

※
秘
密
厳
守
。

●問
総
務
省
長
崎
行
政
評
価
事
務
所

緯
0
9
5
・
8
4
9
・
1
1
0
0

月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
分
、
国

12民
健
康
保
険
税
第
７
期
分
の
納
付
月

　
納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
な
口
座
振

替
や
納
税
組
合
の
ご
利
用
を
。

●問
納
税
課

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
給
与
支
払
報
告

書
提
出
の
ご
準
備
を

　
平
成
　
年
中
に
給
与
・
賃
金
な
ど
を

20

支
払
っ
た
法
人
、
個
人
事
業
主
は
賃
金

台
帳
な
ど
を
整
理
し
、
年
末
調
整
を
済

ま
せ
た
ら
給
与
支
払
報
告
書
2
部
に
総

括
表
1
部
を
付
け
て
市
民
税
課
へ
提
出

を
　
●〆
2
月
2
日
　
※
フ
リ
ガ
ナ
と

生
年
月
日
を
必
ず
記
入
。　

●問
市
民
税
課

工
業
統
計
調
査

　
●対
　
月
　
日
現
在
で
製
造
業
を
営

12

31

む
事
業
所
●時
　
～
1
月
に
か
け
て
調

12

査
員
が
訪
問
●内
国
や
地
方
自
治
体
の

製
造
業
に
関
す
る
施
策
立
案
や
、
事
業

所
・
企
業
に
お
け
る
生
産
・
販
売
計
画

等
の
資
料
と
し
て
利
用
　
※
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●問
企
画
調
整
課

「
市
中
高
層
建
築
物
等
建
築
指
導
要

綱
」の
一
部
改
正

　
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
や
電
波
塔

等
を
建
築
す
る
場
合
は
、
建
築
確
認
申

請
書
の
提
出
前
に
周
辺
住
民
へ
の
事
前

説
明
等
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
届
け
出

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
け
出
の
対
象

と
な
る
建
築
物
や
事
前
説
明
の
対
象
範

囲
な
ど
を
一
部
改
正
し
ま
す
　
●時
2

月
1
日
施
行
　
※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

●問
建
築
指
導
課

長
崎
県
の
最
低
賃
金
を
改
定

　
時
間
額
＝
6
2
8
円
●時
　
月
　
日

10

30

か
ら
●対
県
内
す
べ
て
の
労
働
者（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）　
※
産
業

別
最
低
賃
金
が
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る

業
種
も
あ
り
ま
す
。

●問
長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
3
3

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
佐
世
保
」「
再
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
佐
世
保
」の
ご
利
用
を

　
就
職
を
支
援
す
る
両
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
が
移
転
し
ま
し
た
　
●場
松
浦
町

2
の
　
、
九
十
九
島
ビ
ル
6
階
●対
フ

21

レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
佐
世
保
額
　
歳
以
下

34

の
求
職
者
▽
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
佐

世
保
額
　
歳
以
上
の
求
職
者

35

●問
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
佐
世
保

緯
　
・
7
4
3
1

24
●問
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

緯
　
・
1
0
9
0

24

～人権は21世紀のキーワード～
　現在までに、男女の平等については法制
度などが整備されてきましたが、現実的に
は女性の就業環境、家事・育児・介護の負
担、セクシュアルハラスメント（性的嫌が
らせ）などの問題が存在しています。男女
共同参画社会を実現していくためには、性
別役割分担の意識を変えていくことが必
要です。
●問人権啓発課

　政治家が選挙区内にいる人へ寄付する
ことは禁止されています（親族や政治団体
にする場合を除く）。お歳暮等の贈り物や
町内会のお祭り等の催事へのせん別など
も禁止されています。ただし政治家本人
が結婚披露宴や葬式に出席し、その祝儀や
香典が一般の社交の程度を超えないもの
は、罰則の対象から除外されています。ま
た、有権者が政治家に対し寄付の勧誘や要
求をすることも禁止されています。
●問選挙管理委員会事務局

～その他の有害鳥獣について～
　アライグマが増殖する兆しがあります。
湿地や農耕地、市街地まで多様な環境に生
息し、約10年前に宮地区で目撃されて以降
南部を中心に分布は拡大し、北部の相浦地
区でも捕獲情報が寄せられています。
　アライグマのほかイタチ、テン、ハクビ
シン等の小動物が天井裏に住み着いた場
合は「くん煙剤（ゴキブリ・ダニなどを退治
する市販の薬剤）」などにより追い出して
から、侵入口をふさぐ工事をする方法が今
のところ効果的です。
●問農業畜産課

人権シリーズ「女性」

topics

選挙ひと口メモ「政治家の寄付」

シリーズ「有害鳥獣対策」⑥
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祝
日
と
年
末
の
燃
や
せ
る
ご
み
収
集

　
　
月
　
日（
火
・
天
皇
誕
生
日
）、　
日

12

23

28

（
日
）＝
収
集
し
ま
す
　【
収
集
日
変
更
】

　
月
　
日（
月
）収
集
地
区
額
　
日（
日
）、

12

29

28

　
日（
火
）収
集
地
区
額
　
日（
月
）、

30

29

　
日（
水
）収
集
地
区
額
　
日（
火
）

31

30

●問
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

緯
　
・
2
4
2
8

32
歳
末
消
防
特
別
警
戒

「
火
の
し
ま
つ
　
君
が
し
な
く
て
　

誰
が
す
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
長

巡
視
、
消
防
職
員
・
団
員
に
よ
る
夜
警

な
ど
防
火
活
動
を
展
開
し
ま
す
　
●時

　
月
　
～
　
日
　
※
年
末
は
空
気
が
乾

12

15

31

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で

す
。
た
ば
こ
の
後
始
末
、
て
ん
ぷ
ら
鍋

や
暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
、
子
供
の
火

遊
び
な
ど
に
ご
注
意
を
。　
　

●問
消
防
局
警
防
課
緯
　
・
9
2
5
4

23

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　「
広
げ
よ
う
　
ど
う
ぞ
の
気
持
ち
と

車
間
距
離
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
飲
酒

運
転
の
根
絶
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
、
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底
を
重
点
に
運
動
を
展
開
し
ま
す

●時
　
月
　
～
　
日
　
※
夕
暮
れ
時
に

12

16

25

お
け
る
早
め
点
灯
、
雨
天
・
曇
天
時
の

点
灯
に
も
ご
協
力
を
。

●問
交
通
安
全
対
策
課

国
民
健
康
保
険
の
夜
間
・
日
曜
相
談

　
●時
夜
間
相
談
額
　
月
　
、　
日
　
時

12

18

25

20

ま
で
▽
日
曜
相
談
額
　
月
　
日
9
～
　

12

21

16

時
●場
国
民
健
康
保
険
課
●内
保
険
税
の

納
付
、
国
保
資
格
な
ど

●問
国
民
健
康
保
険
課

医
療
費
の
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
、
生

活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
医
療

費
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
一
人
一
人

が
健
康
に
留
意
し
、
重
複
受
診
を
や
め
、

薬
を
必
要
以
上
に
求
め
な
い
な
ど
、
医

療
費
の
節
約
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●問
国
民
健
康
保
険
課

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
ら

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
交
通
事

故
に
遭
い
、
保
険
証
を
使
っ
て
そ
の
治

療
を
受
け
る
場
合
は
す
ぐ
に
警
察
に
届

け
、
警
察
か
ら「
事
故
証
明
書
」を
も

ら
っ
て
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
課
へ
申

請
を
　
※
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た
場
合
や

傷
害
の
場
合
も
申
請
が
必
要
。

●問
国
民
健
康
保
険
課

退
職
者
医
療
制
度

　
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
会
社
な
ど
を

退
職
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た

人
は
、　
歳
ま
で
こ
の
制
度
で
医
療
を

64

受
け
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
て

か
ら
　
日
以
内
に
戸
籍
住
民
課
か
各
支

14

所
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
。

●問
戸
籍
住
民
課

国
保
の
変
更
届
け
は

日
以
内
に

14

　
転
入
や
転
出
、
健
康
保
険
の
種
類
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
ら
、
世
帯
主
が
戸

籍
住
民
課
か
各
支
所
、
各
行
政
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
を
。
ほ
か
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
も
国
保
を
や
め
る
手
続
き

を
し
て
い
な
い
と
保
険
税
を
二
重
に
支

払
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
国
保
へ
の
加

入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●問
戸
籍
住
民
課

休
日
・
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
の

ご
利
用
を

　
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
の
交

付
が
休
日
や
夜
間
で
も
申
請
で
き
ま
す

●対
申
請
す
る
も
の
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
●場
市
役
所
前
、
各
支
所
、
島
瀬
町

警
察
官
連
絡
所
横
●時
　
時
間
利
用
可

24

能（
開
庁
日
の
朝
に
回
収
後
、
作
成
・

送
付
）　
※
出
生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届

な
ど
の
休
日
・
夜
間
受
け
付
け
業
務
は
、

市
役
所
管
理
員
室
で
。

●問
戸
籍
住
民
課

国
民
年
金
保
険
料
の
年
内
納
付
を

　
　
月
　
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

12

31

が
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
の
社
会

保
険
料
控
除（
非
課
税
）の
対
象
と
な
り

ま
す
。　
月
に
送
付
さ
れ
た「
社
会
保

11

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」で
納
付
状
況
の
ご
確
認
を
。

●問
佐
世
保
社
会
保
険
事
務
所

緯
　
・
1
1
4
8

34
新
生
活
門
松
カ
ー
ド
の
ご
利
用
を

　
正
月
ら
し
い
絵
や
文
字
が
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
。
玄
関
飾
り
に
ど
う
ぞ
　

●料
2
枚
1
組
五
十
円
●申
　
月
　
日
ま

12

22

で
に
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

●問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
　
・
2
5
9
2

22

市役所各課へは
代表番号緯24-1111
からおつなぎします。

●時=とき、●場=ところ、●内=内容、●対=対象、●料=料金、●定=定員、●申=申し込み・提出、●〆=締め切り、●問=問い合わせ
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